
平成１５年度学力向上フロンティア事業中間報告書

都道府県名 青 森 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 む つ 市 立 第 二 田 名 部 小 学 校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ４ ３ ３ ４ ３ ５ ２６

児童数 １５ ６８３ ３５111 108 112 105 122 110

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎・基本の確実な定着を図るための個に応じた指導の研究
ー 算 数 科 を 中 心 と し て ー

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○４～６年生・算数科ＴＴの授業
教科の特性を考えると，内容の系統性が明確にしやすいことと，基礎・基本

をしっかり身につけておかなければならないこと，学年が進むにつれて児童の
理解の程度や，習熟に差が出やすい教科であるために実施する。

○２～６年生・算数コース別学習
各学年で学級の枠を外し，個人の理解の程度に応じた少人数指導のコース設

定をすることで，より個に応じた指導を試みるために実施する。

( ) 年次ごとの計画2

○テーマ
平 基礎・基本の確実な定着を図るための個に応じた指導の研究
成

○仮説14
年 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材の開発や
度 児童の理解や習熟の程度に応じたきめ細かな指導方法・指導体制の工夫・

改善をすれば，基礎・基本の確実な定着を図ることができるであろう。

○研究内容・方法
（１）習熟度別授業の実践

①学習内容の確実な習得及び基礎・基本の徹底のため，学級の枠を越
えた習熟度別授業を実施し、個々の能力・適性を伸長させる。
②学習内容は発展的・補充的なものを中心とし，指導のための教材の
開発に努める。対象学年は２学年以上とし，保護者からの教育ボラ
ンティアを活用する。

（２）Ｔ・Ｔの導入
①算数科において、Ｔ・Ｔ体制をとることにより，個に応じた指導を
通して基礎的・基本的な内容を身につけさせる。

②学級の実態に応じて週数時間の協同指導体制のもとに支援する。

（３）指導と評価の一体化の研究
①学習評価を年２回にし，長期の見通しを持った授業実践を行う。
②年間指導計画における評価の規準と基準を明確にする。



平 ○テーマ
成 基礎・基本の確実な定着を図るための個に応じた指導の研究

ー算数科を中心としてー15
年
度 ○仮説

補充的な学習や発展的な学習など個に応じた指導や教材の工夫，児童の
理解や習熟の程度に応じたきめ細かな指導方法や指導体制の工夫・改善を
すれば，基礎・基本の確実な定着を図ることができるであろう。

○研究内容・方法
（１）Ｔ・Ｔによる授業の実践

①算数科において，Ｔ・Ｔ体制をとり，個に応じた指導をすることに
より，基礎的・基本的な内容を身につけさせる。

②協同指導体制を定着させ，その効果的な指導法を工夫する。

（２）コース別（習熟度別）学習の実践
①学習内容の確実な習得及び基礎・基本の徹底のため，学級の枠を越
えたコース別学習を実施し，個々の能力・適性を伸長させる。
②学習内容は補充的・発展的なものを中心とし，指導の工夫及び教材
の工夫に努める。

③保護者による教育ボランティアを活用する。

平 ○テーマ
成 基礎・基本の確実な定着を図るための個に応じた指導の研究

ー算数科を中心としてー16
年
度 ○仮説

発展的な学習や補充的な学習などの個に応じた指導や教材の開発及び活
用，児童の理解や習熟の程度に応じたきめ細かな指導方法や指導体制の工

， 。夫・改善をすれば 基礎・基本の確実な定着を図ることができるであろう

○研究内容・方法
（１）Ｔ・Ｔによる授業の実践

①算数科において，Ｔ・Ｔ体制をとり，個に応じた指導をすることに
より，基礎的・基本的な内容を身につけさせる。

②協同指導体制を定着させ，その効果的な指導法を工夫する。

（２）コース別学習の実践
①学習内容の確実な習得及び基礎・基本の徹底のため，学級の枠を越
えたコース別学習を実施し，個々の能力・適性を伸長させる。
②学習内容は発展的・補充的なものを中心とし，指導の工夫及び教材
の活用に努める。

③保護者による教育ボランティアを活用する。

( ) 研究推進体制3

研究全体会

フロンティアスクール 研 修 部 ※Ｔ Ｔ 部 会
運 営 委 員 会

各 学 年 部 ※コース別部会

※評 価 部 会

※研修部を中心に，学校体制が円滑に運営できるように組織図を改善した。
※フロンティアスクール運営委員会は，学校長，教頭，教務主任，研修主任
それに，各学年主任，及び研修部員で組織し，研修部から出された提案に
ついて，各学年で確実に実行できるように組織されたものである。



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

平成１５年度は子どもたちの思いを把握するために，前期１回，後期１回の
合計２回にわたって算数に関するアンケートを前期は７月に，後期は１２月に
実施した。
おおむね本校の子どもたちの傾向は次のように現れた。

Ｑ１．算数の学習は好きですか。 （％）

項 目 好 き やや好き やや嫌い 嫌 い

１４ 年 度 ４２ ３８ １４ ６

１５ 年 ７月 ４１ ３５ １７ ７

１５ 年 １２月 ３８ ４０ １６ ６

Ｑ２．コース別学習は好きですか。 （％）

項 目 好 き やや好き やや嫌い 嫌 い

１４ 年 度 ６２ ２８ ７ ３

１５ 年 ７月 ７０ ２１ ６ ３

１５ 年 １２月 ６６ ２５ ６ ３

Ｑ３．ＴＴの授業はわかりやすいですか。 （％）

項 目 は い ややそう やや違う い い え

１５ 年 ７月 ４０ ４０ １７ ３

１５ 年 １２月 ３３ ４５ １８ ４

また，コース別学習については，自分の希望どおりのコースで学習できてい
るかを問うたところ，以下のような結果が得られた。

Ｑ４．コース別学習は自分の希望通りのコースですか。 （％）

項 目 は い ややそう やや違う い い え

１５ 年 ７月 ８１ １４ ３ ２

１５ 年 １２月 ８１ １６ ２ １

これらの結果から，子どもたちの関心・意欲の度合いがうかがわれる。概し
て，算数科における子どもたちの意識や関心が高く，特にコース別学習におい
ては自分の好きなコースで，自分なりのペースで学習に取り組んでいることが
感じられる。これは，アンケートと同じく実施したコース別学習についての感
想の中にもたくさん書かれていたもので，子どもたちの意欲の高さを感じるこ
とができた。

また，今年度４月に行ったＮＲＴ（集団基準準拠テスト）の結果を見ると，
４教科ともほとんど，通過率が全国平均を上回り，相対評価による比較でも学
力はある程度高いものと評価できる。これは，言い換えると，各学年で習熟し
なければならない基礎・基本が全国平均以上の定着を示しているのと同じこと
と捉えることができる。
以下に，今年度行われたＮＲＴの結果を掲載する。



各教科集計結果（４～６学年で実施）

【国 語】全国平均に対する本校通過率 （％）

項 目 ４ 年 ５ 年 ６ 年 学校平均

話すこと・聞くこと １０５ １１１ １０６ １０７

書くこと １１０ １１６ １０８ １１１

読むこと １０４ １０９ １１０ １０８

言語事項 １１０ １１０ １０９ １１０

学 年 平 均 １０７ １１２ １０８ １０９

【社 会】全国通過率 （％）

項 目 ４ 年 ５ 年 ６ 年 学校平均

第一部 １０８ １０３ １０１ １０４

第二部 １０２ １０３ １０６ １０４

第三部 １０８ １０９ １０４ １０７

第四部 １０７ １０７

学 年 平 均 １０６ １０５ １０５ １０５

【算 数】全国通過率 （％）

項 目 ４ 年 ５ 年 ６ 年 学校平均

数と計算 １０８ １１１ １１２ １１０

量と測定 １０３ １０９ １１９ １１０

図形 １１１ １０６ １２２ １１３

数量関係 １０８ １１１ １１１ １１０

学 年 平 均 １０８ １０９ １１６ １１１

【理 科】全国通過率 （％）

項 目 ４ 年 ５ 年 ６ 年 学校平均

生物とその環境 １０５ １０１ １０９ １０５

物質とエネルギー １０７ １０６ １１２ １０８

地球と宇宙 １０５ １０１ １１３ １０６

学 年 平 均 １０６ １０３ １１１ １０７

以上を踏まえ，今年度の成果を簡単にまとめると以下のようになる。
・主体的に学習に参加する子どもが増え，それに伴い学習効果もあがってき
ている。
・学習の流れが定着し，自分なりの考えを持って課題に取り組むようになっ



てきた。
ＴＴの授業については，教師が２人いることで，より個に対応した支援を・
することができるようになった。

・教師の役割分担が明確になり，学習形態がはっきりしてきた。
・コース別学習については，事前テスト等の実施により，子どもが自分に合
ったコース選択をするようになってきた。
・問題作成に工夫を凝らすことで，子どもたちが意欲的に学習に参加し，学
習効果もあがっている。
・教師自らが教材研究をより深めることで，指導と評価の一体化が図られ，
子どもに対してもより突っ込んだ個別指導をすることが出来るようになっ
た。
・同一学年の学級間の学習の進度がそろい，計画的に学習できるようになっ
た。

， ，コース別学習を中心にした取り組みは 体制的にも子どもたちの中に定着し
子どもたちは意欲的に学習に参加している。これは，子どもたちのアンケート

， ， ，を見ても明らかであるが 何よりも子どもたちが楽しみながら学習し そして
その結果として基礎・基本が定着してきたでことを考えると，本校の取り組み
は間違いではなかったと断定できる。
また，その側面では，評価基準会議・進度調整会議を毎週実施したことで，

年間計画を見直し，単元ごとのつながりや，単元全体を通した指導計画が立て
られやすくなった。このことによって，教師自らの意識が変容してきたことも
間違いない。同一学年の学級間の進度調整ができることや計画的に学習できる
ことは勿論，本校のテーマでもある，個に応じた指導がこのことによっても可
能になったも のと思われる。
次年度は，これらコース別学習の実践やＴＴの授業の実践を継続し，より指

導方法や指導体制の工夫をすることで，基礎・基本の確実な定着を図っていけ
るよう努力していきたい。

２．今後の課題

今年度の課題を各学年，そして全体で話し合い問題点を箇条書きで示すと，
以下のようになる。
・算数の平常の授業の中での習熟の時間確保が難しい。
・自分なりの考えを持てるようになってきたが，説明したり表現したりする
力がまだ十分とは言えない。

・ＴＴの授業については，教材研究や教師間の打ち合わせの時間確保が難し
い。

・今年度は高学年のＴＴを実施したが，手のかかる低学年にも導入できない
か。

・コース別学習については，個に応じた指導を試みてきたが，結果として低
位の子どもに対する指導のあり方や支援の仕方についてはまだ十分とは言
えない。

・コース別の問題作成に関わって莫大な時間がかかる。

今年度は，ＴＴの授業，コース別学習を研究の中心に据え，各学年の取り組
みを実践してきたが，ＴＴの授業は４～６学年で実施，コース別学習は２～６
学年での実施であり，個に応じた指導の方法の目玉としては必ずしも全校体制
で実施することはできなかった。そこで，個に応じた指導の充実を試みるため
に，授業における教材の開発，及び活用を全面に打ち出し，日常の授業を今ま
で以上に充実させるように試みていきたい。このことによって，各学年とも，
日常の授業に更に力を入れ，子どもたちに関わっていくことができるものと考
える。
また，教材作成に膨大な時間がかかったり，教師間の打ち合わせに時間がか

かったりするという問題点も出された。コース別学習で使用するプリントにつ
いては，今年度作成したプリントの活用を図る事で，かなりの時間短縮が図ら
れると思われる。更に，次年度は作成したプリントをコンピュータで一括管理
し，学年間の自由な活用や効率的な活用を目指している。
更に，学校課題としてもあげられた表現力の育成についても，授業の中で意

識的に話し合い活動を取り入れたり，発表の場を設けたりすることで対処して
いきたいと考えている。
これらの個に応じた指導の試みを通して，子どもたちの基礎・基本の確実な

定着を図っていきたい。



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○本校で実施している各種調査について，①調査の目的、②実施内容、③時期
等の順に明記する。

（１）ＮＲＴ（集団基準準拠テスト）の実施
①児童の学力を相対的に判断し，学習状況の変容を捉え，今後の指導に活
かすために実施。

， ， ， ， （ ）②国語 社会 算数 理科の４教科について ４～６学年で実施 今年度
③４月下旬

（２）児童・教師アンケートの実施
①児童及び教師から授業について，または指導のあり方等についての意識
調査を実施し，今後の指導に活かすために実施。
②２～６学年児童，及び教師に対して，選択式・記述式の２つの方法で記
入させることで実施。

③７月下旬，及び１２月の年２回実施。

（３）ＣＲＴ（目標基準準拠テスト）の実施
①児童の基礎・基本の定着の度合いを到達度で判断し，学習状況を把握す
るとともに，落ち込みに対する事後指導を講じるために実施。

②国語，社会，算数，理科の４教科について，１～６学年で実施
（※１～２学年は，国語，算数のみの実施）

③２月上旬

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○研究会，説明会等の開催実績及び公開，今後の開催予定について，①日時，
②場所，③対象，④会の目的等の順で明記する。

（１）平成１５年度小・中学校教務主任研究協議会
①平成１５年５月１９日（月）
②むつ合同庁舎にて
③下北地区小・中学校教務主任対象
④教務主任研究協議会において，本校のフロンティアスクールの趣旨，
及び研究の概要を紹介した。

（２）校長研究協議会
①平成１５年７月７日（月）
②むつ合同庁舎にて
③下北地区小・中学校校長対象
④校長研究協議会において，本校のフロンティアスクールの趣旨，及び
研究の概要を紹介した。

（３）平成１５年度小学校教育課程下北地区集会
①平成１５年８月８日（金）
②むつ市立苫生小学校にて
③下北地区小学校教職員対象
④教育課程地区集会において，本校のフロンティアスクールの趣旨，及
び研究の概要を紹介した。

（４）平成１５年度公開発表会の実施
①平成１５年１１月２６日（水）
②むつ市立第二田名部小学校にて
③下北地区小中学校，及びフロンティア事業研究推進校教職員対象
④平成１５年度の本校のフロンティア事業研究推進校としての取り組み

， ， ，を広く普及し 研究の概要を紹介し 他地域への啓発を図るとともに
広く意見を求め，本校の研究を深めるために実施した。
※当日は，下北管内はもとより，県内外各方面から約１４０名の参加者
をいただき，活発な意見交換をすることができた。

※なお，平成１６年１１月２６日（金）にも公開発表会を実施を予定。



○研究成果普及のためのＨＰの作成について
（１）平成１５年年８月２５日 ホームページ開設

http://www.7-dj.com/makinoko/ホームページアドレス～
（２）平成１６年２月１日現在の状況

約１１３０名のアクセスあり。今後も定期的に更新を繰り返していく。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 レ１４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級

レ２５学級以上

【指導体制】 レ 少人数指導 レＴ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 レ算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 レ有 無
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